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Abstract 
The purpose of this paper is to exhibit the local fishery-related words of the eastern region of the 
Oshima Peninsula which have been collected by our fieldwork, several documents of the dialectal 
dialogues, a dictionary of the Hokkaido dialect and the history book of Todohokke. They include 
dialectal words written in katakana letters, the corresponding forms in the standard Japanese language, 
the meanings with brief comments and the example sentences in use. We show that the vocabulary of 
fishery is closely related to the whole ecological environment, a place in which local fishermen work, 
such as specific kinds of fish, geographic features, tides and weather phenomena. 
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あるかを確認する目的で、2011 年 9 月 7 日～9 日
に函館市椴法華支所、函館市灯台資料館、戸井郷
土館を、2011年 10月 22日に北海道開拓記念館を、





































  ＜島田・橋本・寺田・塩谷 2003: 92＞ 
(2)  アシ：浮子（うき）：地引網の部位。 
  ＜村史 1989: 599＞ 
(3)  アシダナ（アバダナともいう）：浮子網（うき
あみ）：地引網の部位。 
  ＜村史 1989: 599＞ 
(4)  アシカタ：あし方：舳先に配置された人。通
常二人である。c.f. (6)アバカタ 










  ＜石垣 1983: 33A＞、＜村史 1989: 596＞ 
(8)  イセ：縮綴：イワシ漁に用いる地引網の部位。
袖網を連綴するのに、浮子網及び沈子網を結
び留める。なお、地引網は 1 個の嚢網と 2 張
の袖網から成る。 








  「ソーシテ コンドサー オキアゲスル（そ
うして 今度はねえ 沖揚げをする）」 
  ＜石垣 1983: 63A＞ 
②坪嚢中の魚を船に移して、これを陸上に輸
送すること。 
＜村史 1989: 604＞ 
(11)  オヤナワ：親縄：はえ縄の部位で、幹縄のこ
と。c.f. タラナワ（鱈縄）、(32)ドー（胴）。 
   ＜村史 1989: 570＞ 
(12)  カニ：かに：昭和初期のイワシ漁で用いる漁
具名。 
   ＜村史 1989: 611＞ 
(13)  ガニナワ：がに縄：昭和初期のイワシ漁で用
いる漁具名。 
   ＜村史 1989: 611＞ 
(14)  ギバ：ぎば：はえ縄の部位で、浮標縄のこと。
c.f. セナワ、タチモノ。 
   ＜村史 1989: 570＞ 
(15)  ギバダル：ぎば樽：浮標。c.f. シラセ。 




   「昭和 2 年から３、４年にかけ、イワシの
大群来で浜は沸いた。」 




   ＜村史 1989: 604＞、＜石垣 1983: 116B＞ 
(18)  コイルヤン：こいるやん：昭和初期のイワシ
漁の漁具名。 
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を獲れば 今みたいに ねえ 仕事を分業
でやるのではないのだから 全部自分で 
それこさあ 五右衛門釜でねえ ゆでて） 




   ＜石垣 1983: 139B＞、＜村史 1989: 580＞ 
(21)  サカナ：さかな：昭和初期のイワシ漁の漁具
名。 




   ＜石垣 1983: 150A＞ 
   ②椴法華では、明治時代のイワシ漁で曳網
（地引網）と共に用いられた。年間での使
用時期は 11 月１日～12 月 25 日頃。 





   ＜石垣 1983: 178B-179A＞ 
   ②昭和初期のイワシ漁の漁具名。 
   ＜村史 1989: 611＞ 





   ＜石垣 1980: 27＞ 
(27)  ダンブ：だんぶ：浮き玉。ガラス玉。樽や木
材に穴を開けて作った浮子（アバ）の総称。 




   cf. (41)ヒラガケ 
   ＜村史 1989: 603＞ 
(29)  テイシ：手石：沈錘。cf. セギイシ（脊石）、
ナッツイシ（なっつ石）。 
   ＜村史 1989: 570＞ 
(30)  デメントリ：日雇い労働者。日雇い仕事、ア
ルバイト。デメンともいう。 
   「ハダラクテユーヨリモ ハダラグドゴ 
ネーンダモン。ハルノカツオホシドカ。ア




だ まず 日雇いの仕事をしたがって 今
で言う アルバイトをしたいって。） 
＜島田・橋本・寺田・塩谷 2004: 80＞ 
(31)  テンテンズリ：てんてん釣り：一本釣り。マ
ス釣漁法の一種。テンテンともいう。 
   「マスガ エヤ アガッタノ ナンダッ
テ。・・・・・ソエデ ハリ エッポンダテ 
テンテンバリ エッポンデ ツッタンダデ。
（鱒が いや  あがったのなんのっ
て。・・・・・それで 針 一本だよ てん
てん針 一本で 釣ったんだよ。）」 
   ＜石垣 1980: 79、1983: 224B＞ 
(32)  ドー（ドー）：どう：イワシ粕を絞る道具。 
   「アーユーマルイノー マンナカニ コー 
ミズアッタシ コーアッテー デ ソイコ
サー ワレワレ ソノー ダラダラスルカ
ラ ドードーッテユッタモンダケドネー
（あのような丸いのを 真ん中に こう 
水があったし こんな風にあって そのう 
水が垂れるから どうどう（胴胴）って言
ったもんだけどねえ）」 
   ＜橋本・島田・塩谷 2012: 80＞ 
(33)  トワイン：とわいん：トハインともいう。昭
和初期のイワシ漁の漁具名。 
   ＜村史 1989: 611＞ 
(34)  ナヅイワシ：夏鰯：7～8 月に獲れるイワシ
をいう。アキイワシ（秋鰯）は 10～12 月に
獲れるイワシ。 
   ＜石垣 1983: 25＞ 
(35)  ナツボ：魚坪：①魚を入れる場所で、竹など
で囲んでニシンを収容し、処理作業をした。 
   ＜石垣 1983: 242B＞ 
   cf. ソトナツボ（外魚坪）⇔ウチナツボ（内 
魚坪）＜類家 2007: 65＞ 
   ②椴法華では、イワシの収容に用いた。 
   ＜村史 1989: 604＞ 
(36)  ニンブ：漁夫 
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取用の漁具。茅部、山越、亀田方面で用い
られた。 
   ＜村史 1989: 542＞ 
(38)  ノーセン：嚢船：嚢を保持する船。胴海船ま
たは胴船を使用する。 
   ＜村史 1989: 604＞ 
(39)  ハナアブ：鼻泡：魚群が吐き出す水泡が浮上
すること。 
   ＜村史 1989: 602＞ 
(40)  ハネ：跳ね：魚が水面に跳躍すること。 








   「エマノ ボイルカッパッテ ホレ ホン
ダ サベタ アノ アブラ ヌベセ。ハ 
ナミネクテモ アレデ ハ ヨパラッテ 
シマウノセ。（今の ボイル合羽って ほれ 
あんた 言っていた あの 油を 塗るだ
ろうさ。もう 波がなくても あれで も
う 酔っぱらって しまうのさ。）」 




   ＜村史 1989: 603＞ 
(44)  マイ：枚：①イワシ粕を作る五右衛門釜の数
え方。 
   「オラドーアノー ホントノ チャッケコ
ロ ジョーボシノ マエニモ  エー ア
ノ レンガデクンダ カマノアドトガ ダ
エブ ジューマイモ ナンポモ アッタエ
ンタドモセー。（私たちのあの 本当の 幼
少時に 上星（じょうぼし：屋号）の 前
にも えー あの レンガで組んだ イワ
シ釜の跡とか 大分 10 枚も いくらも 
あったんだけどさ。）」 
   ＜石垣 1980: 27-28＞ 
   ②波の折りの数え方。 
   「ナミガコゴデ オルナッテユーゴドニ 
ナッタナラバ コンド ソゴデノー トメ
デセ フネ トメデ コンダノー ナミガ 
ナンマイオッテ エグガッテゴド ミダノ。
（波が ここで 折るなっていうことに 
なったならば 今度 そこでね 止めてさ 
船を 止めて 今度ね 波が 何枚折って 
いくかってことを 見たの。）」 
＜石垣 1980: 70＞ 
(45)  マッカ：まっか：海藻（昆布）採集漁具。 
   ＜石垣 1983: 310A＞、＜村史 1989: 542＞ 
(46)  マッケ：まっけ：建網を定着させるために海
底に沈める一種の重り。 




   ＜石垣 1980: 26＞ 
(48)  マンセン：満船：大漁。 
(49)  ミズフネ：水船：波をかぶった船。 
   ＜石垣 1980: 71＞ 
(50)  ミヨシ：みよし：船首。 
   ＜村史 1989: 602＞ 
(51)  ヤメ：やめ：①はえ縄の部位で枝糸のこと。 
   ＜村史 1989: 570＞ 
   ②縄。網や釣り糸に使う綿糸。（採録地：松
前・白神） 
   ＜石垣 1983: 339A＞ 
(52)  ユワシカゴ：鰯かご：獲ったイワシを入れる
篭。cf. ユワシ：マイワシのこと。 
   ＜石垣 1980: 78＞、＜石垣 1983: 344B＞ 
(53)  ロップ：ロープ、綱 
   ＜村史 1989: 613＞ 
(54)  ワイヤ：わいや：昭和初期のイワシ漁の漁具。 





























































(55)  アヅグナル：厚くなる：多くなる。 
   「ヤマデ（イカ釣り用漁具）ノホー エー
ノ。ヤマデダラ ニホンシカ ハリツイデ
ネスケ。ノー ソレデ スコシ アヅグナ
レバ ナンモ オメー アレダ ソゴサ 
サゲネデ ハー ヤマデノ ソレデモッテ 
ハー ソシテ ハー アゲルノセ。（ヤマデ
の方は いいの。ヤマデなら 二本しか針
が付いていないから。ねー それで 少し 
（イカが）多くなれば なにも おまえ 
あれだ 底に 下げないで もう ヤマデ
の それでもって もう あげるのさ。）」 
   ＜石垣 1980: 62＞ 
   cf. アツイ：ニシンの群来が多い。（採録地：
余市） 
   ＜石垣 1983: 28A＞ 
(56)  アミタグ：網たく：船の中央、すなわち胴の
間に網を積む。 
   ＜村史 1989: 602＞ 
   cf. アミタギフネ：網を積んでゆく船。（採
録地：南茅部） 
   ＜石垣 1983: 143B＞ 
(57)  オル：折る：波が折る。 
   「タエデー モー オガサ ツカグナッタ
コロニナレバ ナミア ゴーット オッテ
クル。（たいてい もう 波打ち際に 近く
なったころになれば 波が ごーっと 折
ってくる。）」 
   ＜石垣 1980: 71＞ 
(58)  カグ：漕ぐ。 
   「エマ エー ズレクルド。サーカゲッテ




その時は もう はー 夢中だ。真剣にな
って 漕ぐんだ。）」 
   ＜石垣 1980: 70-71＞ 
(59)  カグ：掻ぐ：掻き出す。 
   「アガカグ アノシャク アノカグヤツネ。
（水を掻き出す あのひしゃく あの掻き
出すやつね。）」 
   ＜島田・橋本・寺田・塩谷 2003: 89＞ 
(60)  カパガル：ひっくり返る。 
   「ドゴダガノ フネ カパガッタトガ ミ
ズフネニ シタトガテ（どこだかの 船が 
ひっくり返ったとか 水船にしたとかで）」 
   ＜石垣 1980: 71＞ 
(61)  クマラガス：（釣り糸を）からます。 
   「ハー アセシテノー クマラガシテ ワ
ガネノ。（もう 焦るからねえ （釣り糸を）
からまして だめなの。）」 
   ＜石垣 1980: 62＞ 
－　74　－
橋本 邦彦 
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(62)  サガス：裂かす：（魚等を）処理する。 
   「（イカの処理について）カガダヂ ツレデ
キテネ ジブンデ サガシテ ソシテ ミ
ンナ ショーガヅマデニ カエッタモンダ。
（妻たちを 連れてきてね 自分で （イ
カを）裂かせてね そして みんな 正月
までに 帰ったもんだ。）」 
   ＜石垣 1980: 77＞ 
   cf. サカス：生ニシンを処理する（採録地：
厚田）＜石垣 1983: 143B＞ 
(63)  ショウ：背負う：（船で）運ぶ。 
   「コムギモ ナンデ ソーユーショクリョ
ーヒン ゼンブ ハイキューデショ。ソノ
ハイキュー モラウンダッテ ホラ ナツ
ノウチワイイサ ノ。フネデショッテイッ
テ モラッテクレバ イインダカラ。（小麦
も 何でも そういう食料品は 全部 配
給でしょ。その配給品を もらうんだって 
ほら 夏の間はいいさ ね。船で積んでい
って もらってくれば いいんだから。）」 
   ＜橋本・島田 2006.9.15.Track 31＞ 
(64)  ツカゲラレル：（波に）襲われる。 
   「シギジレバ ノー オガサ コネウヂニ 
ナミネカッテ ツカゲラレデシマッテ ハ
ー ミジブネニ シテシマウノサ。（失敗す
れば ねえ 陸に 来ないうちに 波のた
めに 襲われてしまって もう 水船に 
してしまうのさ。）」 
   ＜石垣 1980: 71＞ 
(65)  トックレガエス：ひっくり返す。（船を）転
覆させる。 
   「ミズブネニスレバ ノー フネ トック
レガエシネエニシテ ハー ノー ソシテ 
ヨーヤゲ ハー カロージテ オガサ フ
ネツケルノモアル。（水船にすれば ねえ 
船が 転覆しないように もう ねえ そ
して ようやく はあ 辛うじて 陸に 
船をつけるのもある。）」 
   ＜石垣 1980: 71＞ 
   cf. トックリガエス：ひっくり返す＜他動詞
＞、トックリガエル：ひっくり返る＜
自動詞＞（採録：椴法華） 






   ＜村史 1989: 602＞ 
   ②火の合図を上げること。 
   「アギンナバ ホレ タエマヅ ヤマサ 
トンニエッタリ エサンノヤマサ ホレ 
オギデ フルマス マネアゲデ アノ マ
ツプシノ アーユーノ トンネエッタノ。
（秋になれば ほら 松明を 山に 採り
に行ったり 恵山の山に ほら 沖で 振
り回す 火の合図を上げて あの 松の株
根の ああいうのを 採りに行ったの。）」 
   ＜石垣 1980: 26＞ 
 

























(67)  コナレル：①（魚の）鮮度が落ちる。 
   「手がまわらなくなると（人手がなくなる
と）ニシンがコナレテしまうので、カズノ
コをとって、あとはニシンカスをたいた。」 
   ＜類家 2007: 49＞ 
   ②カズノコがしまる。 （採録地：奥尻） 
   ＜石垣 1983: 136A＞ 
(68)  タタク：刻む。 
   「樽に入れている海苔を、細かくタタク。」 
－　75　－
渡島半島東岸部の漁業及び海事関係の語彙について 
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   ＜類家 2007: 11＞ 
(69)  ツカレナイ：鮮度が落ちないようにする。 
   「ニシンがツカレナイようにする。」 
   ＜類家 2007: 65＞ 
(70)  ヤケル：①（早く）腐る。 
   「（砂の上に直接おくと）ニシンがヤケテシ
マウ。」 
   ＜類家 2007: 65＞ 
   ②のぼせる；いらだつ。 























   「ほれ、アイマワリで転覆した船あったで
しょう。」（採録地：知内、椴法華） 
   ＜石垣 1983: 18B＞ 
   ②東から吹く風を指す場合もある。椴法華
の漁師によると、この風が原因で、川崎船
でイカつけした船が昼によく転覆した。 
   ＜石垣 1980: 71＞ 
   cf. アイ：東風の異名。主として日本海沿岸
地方でいう。アイの風、アユの風ともいう。 
   ＜半藤・荒川 2001: 12-14＞ 
(72)  イルル：入り江。 
   「アコワ ナンカヤー。イルルノカワバ ナ
ンテユーネー。（あそこは 何て言ったっけ。
入り江の川は 何て言ったっけね。）」 
   ＜島田・橋本・寺田・塩谷 2004:81＞ 
(73)  ウチコミジョ：うちこみじお（打込潮）：上
げ潮と下げ潮のぶつかり合うところ。 
   「＜古語＞うちこみしほ『かみ潮としも潮
の入り合うことあり、うちこみしほとてよ
からぬ潮とぞ謂ひける』＜えみしのへさき
＞」 ＜石垣 1983: 50A＞ 
   cf. 恵山の打込潮：沖合より沿岸を掠めて東
南に流れる潮流。この潮の勢いのある時に
は豊漁と言われる。 




   ＜村史 1989: 569＞ 
鹿部方面（北西）から恵山方面（南東）に
向かって流れる潮。 
   ＜石垣 1983: 55B＞ 
(75)  オガ：陸（おか）：①波打ち際。波はオガで
白くなり、折るのが遠目に見える。 
   「ナミア オガデ シログナッテ ナンボ 
ヨルデモ シログナッテ ナミア オルノ 
ミエルンダカラ。（波は 波打ち際で 白く
なって いくら 夜でも 白くなって 波
が 折るのが 見えてるんだから。）」 
   ＜石垣 1980: 70＞ 
   ②陸地という時もある。 
   「フネモナモ ナガノモノモナモ チャン
トモー セーリシテ ソシテ シズガーニ 
オガサノー カエデキタノ。（船も何も 中
の物も何も ちゃんともう 整理して、そ
して 静かに 陸にねえ 漕いできたの。）」 
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   「ナミア ドノヘンデ オルガッテゴトヲ 
エヂバンサギニ ソノー カグニンシタワ
ゲセ。（波が どの辺で 折るかってことを 
一番先に そのう 確認したわけさ。）」 




   ＜村史 1989: 569＞ 
(78)  サギ：さき（先）：岬。 
   「オナジサギデモ ココ モトムラッテド
ゴダシ ココカラニキロクライイッタドゴ
ニ トミーラッテドゴ アルンスヨ。（同じ
岬でも ここは 元村っていう所ですし 
ここから 2 キロくらい行った所に 富浦っ
ていう所があるんですよ。）」 
   ＜島田・橋本・寺田・塩谷 2003: 88＞ 
(79)  サギリ：波しぶき：普通、波は 5 回来るうち
2 回は大きい。その大きい波のことをいう。 
   「ハマサイゲバ サギリカブル。（浜に行け
ば 波しぶきをかぶる。）」 
   ＜橋本 2011: 121＞ 
(80)  ズレ：波と波の間の波のない状態。 
   「エーズレ クルド。（よいずれが 来る
ぞ。）」 
   ＜石垣 1980: 70＞ 
(81)  ショ：①しお、塩、②潮流 
   cf. ショアンベ：潮流の具合 
   「アミ フッパルニ サンツカンモ ヘダ
セバ ショアンベワリバ ゴンツカンモ 
ノー ログジカンモ カガッテ（網を 引
っ張るのに 3 時間も 下手をすれば 浪
の具合が悪ければ 5時間も ねえ 6時間
も かかって）」 
   ＜石垣 1980: 24＞ 
(82)  ヒカタ（カゼ）：南西風：8 月から翌年 4 月
頃まで吹く風。ヒカタ、シカダともいう。
海難事故が多い。 
   「一番恐ろしい風はシカダだ。」（採録地：
尻岸内） 
   ＜石垣 1983: 272A＞ 
(83)  モヨー：空模様 
   「モヨーワリグナッテ トヂューデ ヨナ
ガニ エサ モドネバネ。（空模様が悪くな
って 途中で 夜中に 家に 戻らねばな
らない。）」 
   ＜石垣 1980: 69＞ 
(84)  ヤマセ：やませ：①東風 
   「キョーワ ヤマセダガラ ウミ シケダ
ド。（今日は やませ（東風）だから 海が 
荒れるぞ。）」 
   ＜椴法華弁＞ 


















































 4 地名・その他 
 
 第 4 節では、手元にあるデータから旧地名を記































   ＜村史 1989: 755＞ 





   ＜村史 1989: 758＞ 
   cf. アカ：水、ハケル：走る（カケルの音転）
「ハケロ、ハケロ（運動会での声援）」（採
録地：尻岸内） 
   ＜石垣 1983: 260A＞ 
(87)  イソヤ：磯谷：恵山沿岸、恵山岬の南側にあ
る。 
   「イソヤダトカサー ネタナイダトカ フ
タツィニモ ミッツニモ ナッテアッタン
ダー トージワノー。（磯谷だとかね 根田
内だとか （村が）二つにも 三つにも な
－　78　－
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っていたんだ 当時はねえ。）」 
   ＜橋本・島田 2006.9.15. Track29＞ 
(88)  カシカンリ：現在の恵山岬南東にある。 
   ＜村史 1989: 755＞ 
   cf. カシガル：傾く 
   「船がカシガルから片側にばかり寄るな。」 
   （採録地：函館） 
   ＜石垣 1983: 80B-81A＞ 
(89)  カケノハマ：かけの浜：現在の恵山岬南東地
域。 
   ＜村史 1989: 756＞ 
   cf. カゲル：（風・吹雪が）吹く 
   「シタギカゲデ ユルグネガッタデ。（吹雪
が吹いて 苦労したよ。）」（採録地：知内・
小谷石） 




   ＜村史 1989: 758＞ 
   cf. ソリ：暗礁 
   「そのあたりソリがあるから気つけれ。」 
   （採録地：松前・白神） 
   ＜石垣 1983: 189B＞ 
(91)  シマトマリ／シュマトマリ：島泊：現在、富
浦、椴法華漁港方面へ向かう最初の地区。 
   ＜村史 1989: 755＞ 
   cf. シマ：はじ・すみ。スマともいう。 
   「そんなシマにいないでここに来い。」 
   （採録地：森） 





   ＜石垣 1983: 164A＞ 
   「コノシモカイガンダラ シモカイガンデ





   ＜石垣 1980: 76＞ 
(93)  ジョーボシ：上星：屋号。 
    cf. ジョーボシカワグチ：戦前、椴法華村
で人を雇って大規模に網で魚を獲っていた
網元。 
   「カワグチッテユー ジョーボシカワグチ
ッテノー デーケークヤッテンダ シトタ
ノンデ ホラ ハタラキニクルシトヤトッ
テー デ ソシテ イワシトッテー（川口
っていう じょうぼし（上星）川口ってね
え 大規模にやってんだ 人に頼んで ほ
ら 働きに来る人を雇って で そして 
イワシを獲って）」 
   ＜橋本・島田・塩谷 2012: 80＞ 
(94)  ネタナイ：根田内：恵山沿岸磯谷の西隣にあ
る。 











   ＜橋本・島田 2006.9.15. Track29＞ 





   ＜村史 1989: 755＞ 





   ＜村史 1989: 758＞ 
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   現在、手元に資料がないので、その収集及び聞き 
   取り調査をする必要がある。 
3)  語源不明。 
 4)  北の生活文庫企画編集会議（編）、1995、20-27 
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